
図1 斃死2例目の繁殖和牛（49ヶ月齢）外貌所見 



図2  (左)斃死2例目の繁殖和牛の肝臓の解剖所見 (右)摘出された肝蛭虫体 
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図3 斃死2例目の繁殖和牛の肝臓病理組織像 
（両矢印：胆管壁の肥厚 矢頭：肝蛭虫体） 



図4 斃死2例目の繁殖和牛の肝臓病理組織像（肝小葉不明瞭） 
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図5 糞便検査で検出された肝蛭虫体 



  牛① 牛② 牛③ 牛④ 牛⑤ 牛⑥ 牛⑦ 牛⑧ 
GGT(U/L) 405 ↑ 677 ↑ 759 ↑ >1200 ↑ 73 ↑ 104 ↑ >1200 ↑ 19 
Alb(g/dl) 2.7 ↓ 2.7 ↓ 2.0 ↓ 2.7 ↓ 3.2 3.0 ↓ 2.8 ↓ 3.3 

表1 A農場における肝蛭虫卵検出牛の生化学検査結果 



図6 駆虫薬投与方法についての資料 


